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（午後　１時３０分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、大久保委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成３０年第４回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、４月（３月２７日から４月２５日）に出席した行事等について
報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　特になし。
■日程第５　専決処分承認　第１号　学校の主任等の任命について
　学校教育課・村尾副主幹が説明。

<質疑>
○　特になし。
■日程第６　議案　第１号　東かがわ市図書館条例の一部を改正する条例の制定について
　生涯学習課・中川副主幹が説明。

<質疑>
○教育長　　　　　　図書館の開館・閉館の時間が少し長くなり、遅くなっているところが県立図書館や高松図書館などで、大部分が午後５時から６時に閉館でしているようです。
○委員　　　　　　　わかりました。

■日程第７　議案　第２号　東かがわ市外国語活動アシスタントリーダー設置要綱の制定について

■日程第８　議案　第３号　東かがわ市外国語活動支援員設置要綱の制定について

学校教育課　久保課長が説明
<質疑>
○　山本委員　　　　東かがわ市外国語活動支援員設置要綱の第２条（２）のなかに、教員及びALT（外国語指導助手）との連絡調整とありますが、アシスタントリーダーとの連絡調整はいらないんですか。前後には連絡連携ということが入ってますが。
○　久保課長　　　　役割としましては、アシスタントリーダーは常勤職でおります。外国語活動支援員というのは登録型の方ですので、中心になってコーディネートを行うのはアシスタントリーダーが行います。

外国語活動支援員というのは、アシスタントリーダーから依頼を受けて学校の先生と調整を行うというかたちですので、ここでは業務の内容からはずしています。

○　山本委員　　　　はい、わかりました。
○　樫原委員　　　　２つの違いがよくわかりません。
○　久保課長　　　　外国語活動支援員は登録型で、業務は他にメインで持ち、スポットで授業に入ったり、イベントに協力してもらったりします。

本年度は１５名の方が登録し、必要時に入ってもらうかたちで、授業に入る場合や、行事、イベント時に協力いただく方もいます。

今年は中国との交流がありますので、中国語の堪能な方も外国語活動支援員として登録する予定にしております。

○　教育長　　　　　アシスタントリーダーが総括的なかたちです。

■日程第９　報告　第１号　平成２９年度学校評価書の公表について
学校教育課　岸本副主幹が説明
<質疑>
○　向山委員　　　　保護者アンケート等を入れている学校と入れていない学校があるので入れていただけたら、また表記や表現、様式などを揃えた方が見やすいと思います。
○　山本委員　　　　27年度，28年度，29年度と毎年同じようなことが続いている項目があります。少しでも改善出来るよう考えていただきたいと思います。
　　　　　　　　　　学習に関する内容の総授業時間数ですが、小学校が前年度に比べてかなり増減があります。私のイメージでは、学習に関する内容の時間数は同じかと思っていましたが、学校の授業の進み方等で違いがあるのですか。
○　教育長　　　　　標準時数は決められております。実際、いちばん違うのは、学級閉鎖などクラスによって変わりますが、授業日数はクリアしています。
○　山本委員　　　　学級閉鎖などは後で授業をするのですか。
○　久保課長　　　　そうです。結果としては幅があります。
○　大久保委員　　　様式は、比べてすぐに分かるように、字の大きさを揃えるなどした方が分かりやすいかと思います。気になったことは、こども園などは子供の人数が多いため教職員数も多く、全体にいきわたるコミュニケーションの取り方が難しいと、書かれています。教育計画の中で丹生のこども園を大内こども園に一元化すると書かれていますが、この時期の子供達の人数が多いのはかえって弊害になるのではないかと思います。小さい子供をこの時期にちゃんと教育していれば小学校にもスムーズにいけると思います。小学校に上がった時にはある程度の人数は必要であると思いますが、子供たちの小さいときは先生方の目もいき届いて先生方の気持ちもしっかり通じ合える小さい規模の方がいいのではないかと思いました。
○　坂東課長　　　　一元化することによって一定の集団規模が必要な５歳児等は、小学校への準備期間でもあり、教育活動のひとつ手前の段階で練習になるような集団規模も必要でありますし、保護者の利便性の面からいいましても、単独園であれば転園時には生活も大きく変わりますが、一元化施設であれば、書類の出し直しだけですみ、生活が大きく変わることはありません。トータルで判断し幼保一元化にふみきりました。今後は意見を大切にしながら大きな施設でも個々に応じた幼児教育、保育ができるような態勢づくりをしていきたいと思います。
○　樫原委員　　　　達成状況の改善策と書いていますが、あまり改善策のことは書かれていない学校もあり、学校によって表現の仕方などいろいろ違います。問題に対してもう少し分かりやすい表現ができたらと思います。

白鳥中学校の小中連携教育の推進のところにＣがついているので、一貫校に向けて大事なところですので改善出来ればいいと思います。

○　教育長　　　　　何年かしてきて、見直す時期がきているかと思います。基準的に自己評価、関係者評価などしっかりとしたものがないので、主観的な評価になります。目標を立て、中間評価があり、どう改善したのか年間ででているので、非常に分かりにくい。
○　久保課長　　　　中学校区ごとに今年度から小中一貫教育の検討を始めます。その中で、学校評価のあり方についても考えていき、小中合わせたかたちの評価を今後していくことになると思いますので、それも含め今後、検討していただくように進めていきたいと思います。

■日程第１０　報告　第２号　東かがわ市各種委員等の委嘱について

学校教育課　土井主事、生涯学習課　中川副主幹、子育て支援課　六車副主幹が説明

<質疑>
○　特になし。

■日程第１１　報告　第３号　東かがわ市学校医（歯科医）の委嘱について
学校教育課　土井主事が説明
<質疑>
○　特になし。

■日程第１２　報告　第４号　非常勤嘱託職員の任用について

学校教育課　土井主事、生涯学習課　中川副主幹が説明

<質疑>
○　特になし。

■日程第１３　協議　第１号　平成３０年度教育振興審議会の設置について

学校教育課　久保課長が説明

<質疑>
○　教育長　　　　　中学校の部活動のあり方についての検討、諮問いただくということで、特に審議会の委員としてどうかとか内容含めてご意見いただきたいと思います。
○　久保課長　　　　形式的な審議会ではなく、しっかりと将来的な中学校の部活動のあり方を考えていただける方に、教育委員会から委嘱をさせていただきたいと考えています。人数については、今後人選をした中で考えた方がいいのではないかと考えています。今回のテーマについては部活動のあり方というところでありますので、少人数でしっかり議論しあえるメンバーということで、できるだけ絞ったかたちで必要なセクションの方の意見をいただきたいと思います。
○　向山委員　　　　それでいいかと思います。

また、各部会のなかで話し合った意見を出してもらえばスムーズにいくのではないでしょうか。
○　久保課長　　　　今日ご意見をいただいた中で、まずは人選をある程度考え、委員の選任案件につきましては教育委員会に図らせていただきます
最終ガイドラインの方向性、市としての方向性をどうしたらいいかという大きな方向性を示していくのが審議会の役割となります。課題は学校によってちがいますのでそのあたりも充分に拾い上げをし、最終的にはこうしたらいいんではないかというものを案としてつくりあげられたらと思います。　

○　山本委員　　　　年度末を目標にしているんですか。

○　久保課長　　　　ガイドライン案まで作成できたらと思います。
○　教育長　　　　　本当に学校から部活動が離れるべきということを実践している町もあるので、参考にしながら検討していけばもう少しかかるかもしれません。

○　久保課長　　　　運用を開始するとしたら準備期間が必要です。例えばガイドラインが策定できたといってすぐにスタートできるかというと難しいと思います。ガイドラインができて、準備期間があって、実施すると、早くてもスタートまでには２年程かかるのではないかと思います。

○　向山委員　　　　策定しても小中一貫などで、将来どうなるのかなと思います。同じような市で進んでいるところの情報をとりながら先を考えて作成していくべきだと思います。

○　教育長　　　　　部活動の外部指導者等の調整もありますので、委員会全体で考えていかなければいけないと思います。

○　久保課長　　　　国からも部活動を週２回休みを取らすということが出ています。
○　教育長　　　　　国が示していてもまだ、中体連や高体連まで届いてないようです。
○　山本委員　　　　そのあたりが非常に難しいですね。

○　教育長　　　　　スポーツしたいという状況を整えていけるような形にしなければと思います。
○　向山委員　　　　そのあたり話し合いをしながら進めていただけたらと思います。
○　教育長　　　　　それでは審議会を設置していくという方向で、メンバーは次の機会にお図りするということでいきたいと思います。

■日程第１４、１５、１６、１７については、非公開とする。
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